母語として、スンダ語を守りましょう
　母語というのは地方で使われている言語です。1999年2月21日、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）はこの日を国際母語としての記念日と決めました。その時から毎年2月21日はインドネシアを含めて、世界各国で母語の日の記念日になりました。なぜこの記念日は行われるかというと、週に一つの早さで、母語がなくなっている現状があります。もし母語を使っている人が１０万人以下しかいないと、母語もなくなっていくということです。
　母語としてのスンダ語はインドネシアにある西ジャワ地方語の一つです。世界中で、約4400ぐらいの母語の中で、第33位になり、約１７００万人に使われているこのスンダ語を自慢することが出来ます。
　しかし、最近は情報通信のグローバル化の影響で母語を守り続けるむずかしさはあります。スンダ語も同じです。でも、スンダ語を守るために、いろいろな問題を解決しなければなりません。例えば、現在、少年、特に子供たちは、正しくスンダ語を話せません。多くの少年は若者言葉と一緒に母語を話している傾向があります。この状況は特に都会で見ることが出来ます。ある日、アンコットに乗った時、私は二人の高校生が話していることを聞きました。その若者はこう言いました「gue ngeliat baju bagus lho..murah pisan」それで、もう一人は「 oh ya?lu liat dimana?engke bareng nya kalo mau shopping」と返事しました。日本語ではこのような意味です。「昨日、素敵な服を見たわよ、すごい安い！」「あ、そう？ショッピングに行くなら、誘ってくれる？」。その話しを聞いて私は変な気分になりました。会話が若者言葉と母語が混ざっていたからです。
学校でも多くの学生は、スンダ語の授業があまり好きでない学生も多くいます。家族同士の日常会話でもスンダ語があまり使われない傾向にあります。なぜ使われなくなったのか、母語を使うと田舎者だと思われることがすごく恥ずかしいと思う若者が多くいるからです。この事も若者が正しい母語を話せなくなった理由の一つであると思います。スンダ人としてはスンダ語のことをよく理解し、母語としての誇りを持って欲しいと思います。
母語としてのスンダ語を守るために、学校や家族など、どこでも出来るだけ日常会話でスンダ語を使って欲しいです。やれば出来る。恥ずかしがらないでください。私の意見は、学校や事務所などで、週に一日でもスンダ語を話すべきではないでしょうか？また、学生にスンダ語の強い関心を高めるために、学校でスンダ語の作文大会を行えば、いいのではないでしょうか。このことをすると、スンダ社会で母語を親から子供へ、子供から孫へといつまでも使われていくと信じています。皆さん、毎日生活に母語としてのスンダ語をいつまでも使い続けましょう！
以上です。
